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動揺補正テーブル

小型作業船（CTV 等）甲板

洋上施設

作業員の
安全で効率的な
移乗を実現

HexaPod

洋上施設アクセスギャングウェイ

動揺補正することにより洋上風力施設へ
安全・安心・簡単 アクセスが可能

安心アクセス：船体の傾斜角・上下変位を補正し、足元の安定を実現
作業の効率化：悪天候下でも洋上施設へのアクセスの可能性を拡大
コストの削減：日本製電動アクチュエータ方式の採用によりメンテナンスが容易
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船との挟まり事故防止移乗時の落水事故防止

外形寸法図外形寸法図

❶船舶の動揺をHexaPod で解消
❷対象施設との上下変位を架橋の追従により解消
❸小型作業船（CTV 等）に設置が可能
❹作業船から対象施設へ安定した移乗が可能

洋上施設への移乗時の事故防止ため洋上施設への移乗時の事故防止ため

※開発中の製品のため、外観、仕様などは予告なく変更することがあります。※開発中の製品のため、外観、仕様などは予告なく変更することがあります。

なぜこの装置が必要なのか？なぜこの装置が必要なのか？

動揺補正の仕組みとメリット動揺補正の仕組みとメリット
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作業船から洋上施設に乗り移る際は、風、波、潮など気象海象の影響を大きく受けるため、安全に人員を移
乗させることが喫緊の課題となっており、対策を講じる必要があります。

装置運用イメージ
作業船（CTV）を移乗先に押し付けた状態でアクセス


